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メディアも注目！

Current TOPICSトピックス

イベントレポート

臨床PET/CT分子イメージング・
トレーニングコース
IAEA（国際原子力機関）協働センターの活動の一つと
して、IAEA から推薦された 3 名の専門家と放医研の研
究者による講義と専門的な実習が行われました。アジア
各国から集まった研修生は熱心に耳を傾け、講師を交
えた活発な議論が繰り広げられました。

4 17月 日

26 日

〜

平成23年度 HIMAC
共同利用研究成果発表会
HIMAC（医療用重粒子線加速装置）では、治療を行っ
ていない夜間や週末を利用して、さまざまな研究が行
われています。その研究成果の発表会が、千葉市内の
ホテルで開催されました。また、総合講演として、来年
度から治療を開始する予定の SAGA-HIMAT について
の経過報告がありました。

4 23月 日

24 日

〜

詳しくは、http://www.nirs.go.jp/index.shtml をご覧ください。

がん治療の新境地 :
光子線および炭素線治療を焦点に
─日米国際共同研究の一例

米国コロラド州立大学（CSU）と放医研の共催による
シンポジウムが、コロラド州フォートコリンズで開かれ
ました。放医研からは最新の炭素線治療の実績や照射
技術開発について講演を行い、米国の炭素線治療の機
会拡大に向けて連携の重要性を再確認する会合となり
ました。

4 26月 日

27 日

〜

栄えある受賞
平 成 24 年 4 月 24
日〜 26 日にロンド
ンで開催された小児
がんに関する国際会
議 C h i l d h o o d
Cancer 2012 に お
いて、放射線防護研
究センター発達期被
ばく影響研究プログ
ラム大学院課程研究
員の砂押正章さんが
ポスター賞を受賞し、
研究助成金が授与さ
れました。

REMAT 隊員の安全を遠隔地からでも確保するための、
ラジプローブシステム＆衛星通話通信システムを新型車
両の３台すべてに装備。GPS による位置情報、放射線量
率、放射線のエネルギースペクトルによる核種同定を PC
上に表示し、災害対策本部はリアルタイムで情報を得て、
安全確保のための的確な指示を出すことができます。

放医研の原子力災害への新たな対応

緊急被ばく医療体制の強化に、
新型車両 3 台を整備！
放医研では、昨年の福島第一原発事故での経験をもとに、現場でのあらゆる事態に対応
すべく、最新の装備を施した新型車両を開発しました。その概要について、製作を担当
した濱野毅 • 緊急被ばく医療研究センター運営企画ユニット被ばく医療共同研究施設運
営室長が解説します。

新型車両発表の際には、多くの報道関係者が取材に訪れ、その模様は NHK の
ニュースで放映されたうえ、新聞各紙でとりあげられました。原発事故当時に
は困難だった対応をことごとく実現するこの新型車両に、放医研の熱い想いが
込められています。これらの車両が出動することのない日々を願いながら。

お詫びと訂正 本誌 5 月号の「トピックス：開催情報」の記事に以下の誤りがありましたのでお詫びして訂正いたします。「緊急被ばく医療における WBC の現状とあり方について」の写真
と「アジアにおける被ばく医療に関するワークショップ 2012」の写真が入れ替わっています。

開閉式の収納庫には約 40 台のサーベイメータを装備。 歩行不能な重傷者2名の寝台、軽傷者4名のシートを装備。 高性能小型計測機、簡易フード、薬品保管庫等を設置。

被災者の汚染検査や除染及び指揮機能を主目
的としています。約40台のサーベイメータを
軽量なケースに収納して安全に運搬。被災者
の除染ができるシャワー設備も備えています。

支援車
汚染の可能性のある多人数の救急患者を搬送
することが主目的の車両。寝た状態の被災者
２名、比較的軽傷であれば４名の被災者の搬
送が可能です。

大型救急車
発災初期段階の支援活動で被災者の被ばく線量評価
を行うことを主目的としています。REMAT用の高性
能小型計測機材等を収納する他、簡易フード、薬品
保管庫を設置して簡易バイオアッセイも可能です。

検査測定車

東京電力福島第一原子力発電所での事故の
経験を踏まえ、新たに支援車、大型救急車、
検査測定車の 3台を開発しました。すべて
の車両には、ラジプローブシステムと衛星電
話通信システムが搭載されており、現場で取
得されたデータは放医研に転送できるように
なっています。

濱野 毅
＊左写真右端

緊急被ばく医療研究センター運営企画ユニット
被ばく医療共同研究施設運営室長

放医研ニュース 2012年7月号 No.175



4 5

HIMAC - The Inside Story

放医研の重粒子医科学センター病院は放射線診療を基
礎に置く我が国唯一の放射線診療単科病院。HIMAC
を使った重粒子線がん治療を牽引する最先端の病院と
して世界中から大きな注目と期待を集めています。同
病院では、数多くのスタッフがそれぞれの立場から患
者さんの心の痛みを理解し、心身ともに癒される医療
を提供するため、一丸となって奮闘しています。中で

も看護師は患者さんともっとも身近に、そして長時間
触れあう存在であり、さらにはスタッフをつなぐ架け
橋として、重粒子線がん治療におけるとても重要な役
割を担っています。
今回のHIMAC物語は、そんな看護師を代表して副看
護師長の工藤さんにお話をうかがいました。

には医師との仲介役として双方にわかり

やすい言葉でそれぞれの考えや思いをお

伝えして患者さんの不安を取り除くこと

も大切な仕事です。また、治療には薬剤

師、検査技師、放射線技師、栄養士など

様々なスタッフが関わりますから、それ

ぞれと情報交換を行い、治療から退院ま

でが円滑に行われるように調整するコー

ディネーターの役割もあると思います」。

さらには副看護師長という立場上、病院

としての年間目標の達成、チームリーダ

ーとの意見交換、後輩の育成など様々な

責任を負っています。

「最近は所外の看護師を対象とした放

射線看護課程という講座を受け持ってい

ます」と言う工藤さん。休日の大半を講

義の資料作りに費やすことも珍しくあり

ません。

高校を卒業して 6 年。
目指し続けた看護師への道

高校卒業後、働きながら看護師資格を

取得したという工藤さん。その道は平坦

ではなく、正看護師になるまでに 6 年

かかりました。

その後看護師としての経験を積み、い

治療の準備から心のケアま
で、多岐にわたる業務
「一般の外科手術などとは違い、1日に

何件と決められた回数で治療を行うので

はなく、1日 80 〜 90 人にものぼる患者

さんが治療室に入りますので、時間のロ

スがないよう、患者さんの治療準備をし

っかり行うことが大切な仕事の一つです

ね」と重粒子線がん治療における看護師

の役割の一端を語る工藤さん。治療準備

とは具体的にはどのようなものでしょう。

「重粒子線がん治療では、放射線をが

んにピンポイントで照射するため患者さ

んお一人お一人に合わせた固定具という

ものを装着します。装着時は決められた

着衣で、専用の下着を着用しなくてはな

らないため、着衣を病棟でしっかりと確

認し、着替えのお手伝いもします。また、

便通を確認し治療がスムーズに受けられ

までは講義を受け持つほどの工藤さんで

すが、重粒子医科学センター病院へは重

粒子線がん治療のことはなにも知らずに

転職してきたと言います。

「ある総合病院に勤務していた時、た

またま当院に就職していた友人から重粒

子線がん治療について教えてもらったの

です」。放医研の存在すら知らなかった

という工藤さん。「どうせならまったく未

知の分野での看護を体験してみたい」と

転職を決めますが、当時はテキストや専

門書などがほとんどなかったため、日々

真剣に看護に取り組むことで放射線がん

治療に関する知見を少しずつ深めてきま

した。「先生の治療説明に立ち会って話

を聞いているだけでも勉強になりまし

た。仕事の現場で一番学んだと思います」

また、生きたお手本が身近にあったの

も工藤さんには幸いでした。

「もう退職されてしまいましたが、前

の看護師長が本当に経験豊富な方で、し

かも放射線治療における看護に関する知

識が広くて深いんです。こんな看護師さ

んになれたらいいな、少しでも近づきた

いなと憧れていました」

こうして得た様々な知識と経験が、今

は教える立場となった工藤さんの講義に

生きています。

元気になった !
うれしい笑顔をもっと見たい
「患者さんたちは、ほんとに明るいん

ですよ」と工藤さん。身体にメスを入れ

ることなく治療できるので体に優しく、

ごく普通に生活ができるほど生活の質

（Quality of Life）が高い重粒子線がん

治療。なかには毎週外泊したり、会社に

通勤しながら治療を受ける患者さんもい

るそうです。それでも重篤な場合は自分

では動けないため看護師 4 人がかりで

ベッドからストレッチャーに移し、治療

室まで搬送することもあります。入院中

は自分で歩行できない患者さんが、退院

後の定期検査では自分で歩いて病棟まで

会いに来てくれた事があります。工藤さ

んにとって、患者さん達が元気になって

来院してくださった時が一番うれしいそ

うです。

「重粒子線がん治療の結果、劇的に元

気になられる患者さんが本当に多いんで

す。歩けなかった入院患者さんが退院後

歩いて外来に来られ、『皆さんのおかげ

でこんなに元気になりました、ありがと

う』と心からの笑顔でお礼を言っていた

だいた時などはびっくりもしますし、本

当にこの仕事をしていて良かった ! と思

える瞬間です。がんの治療法はいろいろ

ありますが、現在はどうしても外科的な

ものが主流で、重粒子線がん治療の素晴

らしさはまだまだ知られていません。こ

れを皆さんにお伝えするのも私たちの役

割だと思っています。重粒子線がん治療

がさらに認知されれば、患者さんのあり

がとうの笑顔がもっともっと見られるは

ずですから」

一人の患者を大切にし、スタッフ全員

が専門的な能力を出し合うことで成り立

つ重粒子線がん治療。工藤さんたち看護

師は、これからも患者と治療スタッフを

結ぶ信頼の架け橋として、笑顔の輪を幾

重にも広げていくに違いありません。

るようにしたり、痛み止めを使用して苦

痛なく治療を受けられるようにサポート

しています。治療を受ける方だけでなく、

治療準備や治療後の定期検査で入院して

くる患者さんを複数受け持ち、点滴や処

置などの看護を行うわけですから、これ

だけでも大変な労力ですが、仕事はそれ

だけではありません。

「当院に入院されている患者さんは皆

さん明るくて前向きなのですが、それで

も人知れず不安を抱えている方も多いの

です。医師やご家族にも言えない悩みを

私たち看護師に打ち明けてくださること

があります。それを真剣にうかがい、時

第 2 回 看護師は信頼の架け橋

治療説明に立ち会う。患者の疑問や不安にとことん対応
するため、1 時間を超える話し合いになることも。

麻酔を施す外科手術とは違い、患者は意識があるまま治療を受ける
のでスタッフとのコミュニケーションにも心を砕く。「治療中の患者
さんがリラックスできるような会話を心がけています」　点滴の準
備は必ず 2 人で声を出し合って確認しながら行う。「絶対に間違い
は許されない」真剣さがまなざしに宿る。毎日のミーティングは大
切な情報交換の場。「チームワークには自信があります」

世界の期待を集める重粒子線がん治療。
その表舞台には多くの医師が見えます
が、医師だけで治療は機能しません。巨
大な加速器 HIMAC をはじめとする多
くの分野の技術が組み合わされて高精度
な治療システムを作り上げ、それを稼働
させる数多くのスペシャリストがいるの
です。本シリーズでは、重粒子線がん治
療を支える人たちへのインタビューを通
して、その技術やがん治療にかける思い
を紹介していきます。

治療を支える人、技術、そして、思い

物語

工藤紀子（くどう のりこ）

重粒子医科学センター病院　副看護師長
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購買、契約のフロント役
私たち契約課の仕事を説明するのに一

番簡単なのは、「ある部署が何か物品を

購入したい場合」でしょう。この時、購

入したい部署（要求部署）の担当者は仕

様書など所定の書類を契約課に回しま

す。これを受け取った契約課は外部の業

者さんに対して入札を行い、適正な価格

と仕様でその物品を購入、検収して要求

部署に納品します。これは購入の場合だ

けでなく、例えば派遣社員の受け入れや、

外部に労役を依頼するなど、およそ支払

工夫してはいるのですが、その思いは皆

様に伝わっているでしょうか？

コミュニケーション力で
膨大な契約をスムーズに

現在、契約課には第 1 係と第 2 係が

あります。一応 1 係は派遣、2 係は工事・

保守という役割分担があるのですが、そ

れ以外の契約に関してはその時々で係に

関係なく私が担当を割り振っています。

契約担当者は基本的に一つの案件を最初

（要求、相談）から最後（検収、納品）

まで担当し、案件の途中で役割を替わっ

たり、複数の課員が一つの案件を担当す

るということはほとんどありません。一

つの案件は簡単なものでは数日で終了す

ることもありますが、製造などの大規模

案件は終了までに 1 年以上かかること

もあります。年間約 4,000 件、契約額

では研究所全体の約 9 割となる契約の

手 続 き と、 研 究 部 門 が 発 注 し た 約

16,000 件の契約書類のチェックを 10

人前後の職員で処理しています。これだ

けの案件数を円滑に処理するため、契約

課内ではコミュニケーションと情報共有

いの発生するあらゆる案件について同じ

ような手続きを行い、契約課が関わるこ

とになります。その意味で契約課は購買

や契約について、フロントの役割を果た

していると言えるかもしれません。

ひとくちに契約といっても、HIMAC

に代表される研究施設と病院を持ってい

る放医研においては、その内容が実に多

岐にわたります。設備の工事・点検・保

守や研究材料の加工、システムの開発か

らバージョンアップなど数え上げたら切

りがないほどの多種多様な案件がありま

をとても重視しています。月 2 回の定

例ミーティングでスケジュールと進捗状

況を確認しあうのはもちろん、普段から

何でも聞きあえる、何かあったらすぐに

相談できる雰囲気ですし、他部署からの

ちょっと難しい質問には課長自らが気軽

に答えるというフットワークの良さもあ

ります。

ただ、困るのは契約について相談され

るタイミングですね。相談を受けるタイ

ミングが遅くなると準備に時間をかけら

れず、結果的に選択肢が減ってしまいま

す。とにかく購買と契約に関する疑問は、

どんなことでも早めに相談していただき

たい。質問専用のメールアドレスもあり

ますので、是非活用していただきたいで

すね。

幅広く、効果的な方法で
業者さんを開拓したい

私自身、契約課に配属されてまだ 1

年にも満たないので仕事に精通している

とはとても言えないのですが、放医研の

契約課として大切なことの一つは「より

良い業者さんを探し出す」ことだと考え

ています。

落札の基準は圧倒的に「金額」で決ま

ることが多いのですが、問題なのは「そ

の金額が適正かどうか」ということです。

どんなに安い金額を提示されても、技術

が伴っていなかったり、目的を遂行する

能力がない業者さんを選定しては困るわ

けです。そのために契約課には審査、専

門職を置き、金額に表れない信頼性、適

合性を調査していますが、それ以前によ

り多くの優良な業者さんを探し出し、選

択肢を増やすことも重要な課題です。現

す。ほぼすべての部署が契約課となんら

かの関わりを持ち、お付き合いがあるの

ではないでしょうか。ただ、決められた

ルールに則って書類を提出していただ

き、不備があったら正しくなるまで修正

していただく、という仕事の性質上「皆

様に愛される契約課」にはなっていない

ようです（笑）。書類や手続きが面倒だ

ったり分かりにくかったりすると、どう

しても契約課そのものも「細かくてうる

さい」と思われてしまうのではないでし

ょうか。私としてはより分かりやすく、

簡単な手続きで契約のお手伝いをしたい

と思い、記入しやすい契約書の書式など

在ホームページと所内掲示板で入札情報

を開示していますが、今後は時代を先取

りしたもっと幅広い、効果的な方法が必

要となるでしょう。例えばメールマガジ

ンを発行し、登録すると入札情報の更新

が自動的に配信できるシステムや、過去

に応札していただいた業者さんをリスト

化し、案件ごとに一斉配信できるメーリ

ングリストなどを検討し始めています。

また、一つの業者さんしかその製品を製

造できないとか、唯一の技術を持ってい

るなど、特別な理由がある場合は随意契

約を結ぶことになりますが、この場合も

「その1社だけでなく、少しでも多くの

業者さんに参加していただこう」という

考えから「参加者確認公募」というもの

を始めました。これは、従来なら随意契

約だった案件を「参加できる業者さんは

どうぞ参加して下さい」と公開する制度

です。競争入札の公募期間 20 日より短

い 15 日間ですが、この期間に「我が社

も参加します」と手を挙げてくだされば、

業者選択の幅がさらに広がるというわけ

です。始まったばかりの制度なのでまだ

未知数ですが、効果を見極めながら新し

い入札方法として定着させたいですね。

契約課ではこれからもさまざまな工夫

をして、「適正な価格で契約を行い放医

研の医療・研究活動に役立てる」ために、

より分かりやすく、現場の負担の少ない

契約の在り方を模索し続けていきたいと

考えています。

Contract and Property Management Section

放医研は医療と研究が中心として成り立っているのはもちろんですが、独
立行政法人という一つの法人として運営するために必要な多くの部署が存
在し、それぞれが連携しながら仕事をしています。中でも契約課は放医研
のほとんどの部署がなんらかの形で「お世話になっている」はずですが、
その仕事の内容は意外と知られていません。そこで、契約課のお仕事につ
いて、笠井係長に語っていただきました。

総務部契約課

より良い取引先を開拓して
スムーズに契約を結ぶことで
医療・研究活動の促進に役立ちたい。

課長を中心に定例のミーティング。ここでのスケジュー
ル確認と情報交換が仕事の質を大きく左右します。

NIRS Staffどんな仕事、こんな仕事

総務部契約課契約第1係長

笠井利彦

普通では出会えないような
特殊な業種の方たちと
知り合えることが
刺激になっています。

放医研ホームページに掲載されている調達情報。

入札に際して業者さんを集め、要求部署の担当者と仕様
や応札方法の説明をするのも契約課の役目。

業者さんから提出書類を笑顔で受け取り、鋭いまなざしでチェック。「細かい」と
思われようと、「面倒」と言われようと、このチェック作業が契約課の重要な仕事
なのです。
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